
12 濁り監視調査� 

12-1 調査概要� 

12-1-1 調査範陸及び地点

濁り監捜調査は、国12-1に訴す諌早湾内におけるは地点� (B1"'-'B6，Sl-S 

6. S 9，S 10)で実施されている。
 

12…� 1-2 調査項目及び数量


潜り監視調査における鵠査項目及び数量は、表12-1に示すとおりである。

表12-1 濁り薮視欝査の概要

測定項目 測定地点 測 定 層 調 主 主 回 数 構 考� 

Sl"'-'S6.S9，SI0 蜂正時� 1酪 ァレメータ装置に

灘度�  j空盟主ふ揃 よる測定舗の自動取� 

B1"'"'B6 (14地点〉穆� (1日24剖)得を実施。� 

12-1-3 調斎方法

濁り監寵調査は、図12-1に示す諌早湾内の14地点に設盤された濁度計から、テレ

メータ装鑑を升して転送される観測値〈俸正時〉を、パーソナル羽ンビュータに集積

し、集計‘解析を行っている.

テレメータシステムの犠念歯は、図12-2 1;:示すとおりである。
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12 2 濁り聴視調棄結果� 
í，~ 

12-2-1 濁り諜度の� 

度の推移は、国12-3に示すとおりである。

この結果によると、各地点の海度濃度はいずれの地点においても、� 24時間平均をと

り平滑化されているにもかかわらず、数度から 100'"200提議後の漉度変動が認められ

Pており、高麗鹿り場開患� o))vヒコR 号制り雪号令いことがわかる。

¥ 

月平均譲度の推移は、図12 4に訴すとおりである.

ニド港設海域� (Bl， B2)では10--90度前後と議域中最も大きい変動を示し、� B1で

春卒、� B2で秩挙に高くなる額舟にあった。

浅海域� (Sl""S6)では、� 5--70度議後の範関を示し、潮比工区付近に位置する� 

S 4-_S^~6二r変動が大きく傾向を示していた。また、季節変化では、干援護及び浅祷域
時 制 酬 掛 端 綱 岬師向鴨時F 同時開榊心^^^バれ

ほど顕著でないが、夏から秩にかけて高くなる傾向が認められた。

鴻中央部のB3では、� 2"'-70度前後の範囲を恭し、平成 6年 6月"'9月に譲度が商

い傾向にあった。

湾自部� (B 4""B 6，S 9，S 10)では、� S9を除く地点で� 1-40度前後、� S9で1

~何度鵠後の範樹にそれぞれあり、援砂地~t:舗の航路端に位置する S 9で高い傾向が

認められた。また経月変化では、基本監視点� (B4"'-B6)で夏季に若干上昇する鱗

向が、� S9では平成 5年 5月~平成6益事� 3月の間に謹度が上昇する傾向tJt認められた。
相蝉岡崎蝉縛彬鞠蜘糊傾曹向山マ

以上の結県より、丹平均値では、淡水が流入し食物基礎生産が話発であり、鹿涯の

巻き上げ現象が生じやすい干湾設海域及び議漉壊で変動が大きく、椅口鶴ほど変動が

小さくなる傾向が認められた。また、挙節的な変化としては、干海浅海域で春季俗秋

季、浅海域で夏かわ秋にかけて描くなる傾向を示すのに対して、湾中央~湾訂部にか

けては、季節変動が小さく周期的な変動は不明瞭であったお

次に経年変化をみると、表12-2及び図12-5，6に示すとおりである。

この結果によると、番地点とも平成5年--6年にかけて一部損蝶の上昇が認められ

た が、全体的には概ね減少傾脅蒜で和主ァ一一一戸

また、年平均値を潮期間にみると、大瀬男が塑ね曹三、次いで中議期，小潮期とな

っており、端境関には、湾奥様のニ子溜浅海域及rJ.桟海域が、大潮期と中潮期，� IJ、議期

の濃度撃が4--何度前後であるのに対し、湾中央及び誇口部では、� 1"'10度前後と小

さい傾向後示していた。この饗腐としては、瀬捷・波浪に起罷する厳泥の巻き上げ現

象と、干期待における祷JII惑潮域からの読入増加の欝響が、構口部と比較して湾奥部

のほうが大きいためと考えられる。
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表� 12- 2 潮鶏芸昔日平均濁度濃度の援襲

平成� 6毒事� lJ}-1Z月

際大潟簸 ゆ細則 小測量廃

ニF 混� B-l 36.6 31.2 21.3 43.4 53.2 43.1 31.4 36.0 %2者? 毒5.6 66.6 43.4 きな� 2

淡海電車� B-2 毒事参事 牟孝章傘 *本** 53.6 59. 1 53.1 46. % 毒4.4 ー4.9 55. B 45.2 32.7 

5-1 参考零意 象象象象 容孝章傘 $孝章容 3%.6 19.4 20.5 22.5 

S 2 21.1 25.6 20.8 18.8 31.0 

浅海厩�  5-3 %5.7 %9.0 21.1 20.書� 32.3 17.7 

25.2 %9.1 

23.7 43.9 

湾中央�  12.0 15.4 1%.5 17.8 17.2 32.8 34.8 35.3 %5.4 

13.4 %0.1 20.0 20.2 22.1 11.6 11.0 11.1 16.9 

5-9 19.5 25.嘩� 16.3 16.9 14.3 17.9 13.9 10.0 20.8 23.1 19.8 21.4 16.1 21.0 16.4 3.3 

16.5 22.0 15.5 10.2 14.2 1書.1 13.4 11.2 14.1 19.事� 15姻� 1 9.8 

16.8 23.6 15.事� 13.2 11.1 18.3 15.3 18.5 14.2 15.8 14.9 12.1 

11.3 13.2 10.8 9.6 19.事� 23.3 20.0 20.8 13.8 11.2 15.き� 14.4 

kq 平成� 74事� 1月� -12JJ 平成� 8年� 1 JJ-12J} 平成� 9年� lJ}-3 J} 金� m 開

会期期大潟期中織� 111"、源郷 金蝿耐火調路� JGJPP海員陸� 4、灘期 念期限大滋緩や滋郷小織員自� ~j廃型車大滋覇軍中織則小灘覇軍

千 潟� 8-1 36姐� 3 55.1 34.9 21.& 34.0 43.7 3%.4 25.3 16.事� %5.4 13.9 11.1 37.9 50.7 31.2 25.S 

浅持接続� B-2 38.5 .51 38.1 26惨� s 2事.5 36. 1 26.0 14.8 1き.0 30.5 16.7 10.0 40.3 48.8 39.3 31.5 

S 1 12.6 15.曜� 11.8 10.6 n.脅� 12.8 12.号� 10.襲� 10.2 15.6 

B4Ts56，'
19.3 19. % 16.0 

S 2 19.号� 19.7 19.1 16.6 25.4 21.毒� 25.0 23.5 15.1 12.き� 24.語� 21.61 23.6 19.8 

世襲海域� 5-3 21.2 25‘4 20.事� 17.3 21.4 30.8 20.9 目己~ 書.3 26.5 31.2 25.7 22.2 

5-4 26.3 3%.& 25‘4 U.4 30.4 42.普� 28.0 21捗き 25.毒� 36.1 21.6 32.2 30.8 31.0 29.3 %1.3 

5-5 26.3 31.8 25.5 21欝� 2 %7.4 38.4 %7.3 16.毒� %0.2 29.3 18.1 13.0 28.6 36.書 21.事 %2.4 

5-6 31.1 49.1 36.4 22.0 34.8 46.1 36.5 24.0 24.5 31.3 21. % 21.6 35.6 毒3... 34.2 30.5 

問中央�  B-3 11惨事� 15.1 11.1 9.5 14.2 16.草� 14.1 11.2 5.3 1.6 5.0 主� 2 16.3 17.7 16.9 13.き� 

B-4 8.1 8.7 8.1 弘� 7 喜.0 5.事� 6.2 5.7 2.1 2.1 2.1 1.き 11.2 11.1 11. 

S 9 10.3 3事.2 8.5 7.8 1.警� 10.3 1.2 6.4 3.8 5.5 事� 3.1 13.6 11.3 12.8 10.1 

襲警ロ� IJ 5 10 15.7 21.3 14.8 10.事� 9.6 14.0 書.3 4.9 3.0 2.7 2.3 13.5 1事.4 13.1 9.0 

B ホ三� 1.8 ER-5.% 事:4.0 1.8 1.6 11.5 13.8 1J.1 10.2 

8-6 1.8 8.喜� 1.61 1.4 4.毒� 3.1 1.1 1.9 1.6 1.7 11.0 11.7 11.2 l弘幸

資料� 12-15 



[ T溝浅海場}

z
{即 

60 

年� 50

平� 40

縄� 3D

濁� 20

度� 10

書

平
成
4
年

ro

平
成
�
 年

平
成
7
年

平
成
6
年

平
縫
8
年

{浅溜端 1
{IV 

-...-S 1 叩*山� S-2時� 

60 
四噌-S-3 -o-S-4 

年� 50 叩合開・� S-5 -0-幽・ S s時� 

40ミド

治� 3D

濁� ZO 

10還を

s“ 

平
成
�
 年

T
湾
4
館
時

S

【湾中央注び湾羽部� 1
{度} 

60 

明 平
成
�
 年

t
M

平
成
7
年

平
成� 
8 
議事

申告-8-4ー吻同開� 8-3

-(トー S-9.-.同静 8-5

由。・� -8-6甲ぜ伊田 S岬・・10

。

年� 50

平� 40

士句� 3D

濁� zo

度� 10

平
成
�
 毎年
a

平
成
長
�
 

M

平
成
�
 
e
u

平
成
。
。
年

平
成
?
年年年

困� 12-5 灘 度 (年 平 均 糠 ) の 霊 奪 変

資料� 12 16 

イと



V

V

1∞ tII..観点� z噂… 1 叫却� 機動聖複.:9-2 1∞ 線局窓脅威� :9-3 

曲
四

臨
曲

線
事
臨
時
綴
旋
門
噛
挽

年
率
柏
崎
畠
層
帯
血
円
陣
車

血四

年
率
幅
『
嘩
四
度
内
定 &---

ニ~ミ二~空在 住 字 詰 列 V

一
平
尾
�
 7
隼

一
率
緩
串
年

平一一

量E 
S 
隼

告 o 一一一一一一←一川 容

事一一 平 等 準 事 準 車率
'
d

S
鳳

車 留
守
緩
?
指
骨

容
噛
鵬
器
移

事
品
構
�
 4
稼

暴 露 呈章 覇l • 費量 量t量産
45578  4 5皐

隼 年 奪容�  a事態�  a事隼指骨

100 事書置き霊祭議� z事� 4 100 様車島聖..:S-5 1羽信 事信験猿後.:9-6 

離
骨
世
帯
絢
岨
欄
威
内
障
楓

年

平

均

渇

旗

門

厳

邸

年
平
崎
噌
温
四 紛弱
'
a
A ~なミゴ
 rJ~六号確二三
鹿
�
 

W
 

ト 吋J 司¥下→
。。 。 ム一一一一

平等

書量 調E

一
平
成
�
 6
年

一
平
成
�
 
5
露
骨

戦
線

世
千
成
古
都
時

平
慮

4
年

平
総

平
成
�
 

S S
年年

平

成

4
年

噛
守
成
�
 7
嫁

4E
甜
帝

7 8 
隼隼

1∞E∞ ~院総書..:霊島町 1害事費者家事提.:9-10100 橋動重複Jl:S 由

骨
骨
率
湾
建
築
{
聾
揖
}

組
制

年
平
均
畢
揖
震
{
震

a事
率

緑
黄睡

8

oL_~宍きお~
••

事血
相

佐主宰� E主ミ遣

a 
a

瞳
�
 

・隼

0' 容� ) 
い*…

T
a
R
4

事

平

成

7
稼

世
千
成
。
年

四
千
品
構
器
年

高F 率平
成
�
 
6
量・

柑
帝
品
揖
�
 5
-揖・

平 平等翼手 事
置t露 軍量 感 馬車 島E 需産� 

456  7 晶 4 
年奪奪録集 稼

1∞ 釜本監..:8-2 100 通事本軍E視点� :8-3 1∞ 釜本軍綴織:E章一4 

隼
圃
干
抽
『
濁
旋
門

隼
平
均
濁
康
(
静
R
V

ω

鎌
田
中
仙
町
測
隊
内
申
臓

釦

V

開

4E 

韓-一

戸~ト:::::，...
e 告 a 

S

現p. . . 翼手 率帯
慮

5
線

写

品

購

�

 4
品
特

韓

慮
�
 

-a手
感
�
 
5
年

平

成

平

成

事

録

平
成

7
縁

平
慮
�
 
4
奪
�
 

緩 覇軍 総 量軽 量産

S
隼 撃 稼 議事 書事奪

100 ~事室望書轟 :8-5 100 .司区波書..:E章一事� 

年
率
柏
崎
嘩
�
 おma{

s e 

瞳
属
}

平
成
自
隼

平
成

7
昌
伸

明
帝
焼
串
線

事
総

5
稼
�
 

図12-6 各地点における潮期別年平均植の経年変化�  
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12-2-2 濁り語震度と工事との関連� 

(1) 高濃疫の発生状況

高譲度〈時間艦)の検討については点嘉忠章受_tJf男手?子手?ぺ完全だ今立
込讃灘箆鉱返金襲、農薬艶ぷぷ11ぞ11j雪豊島ましま描縦長主何時婚における気象・海象

の状説や、資材(石斡，砂〉投入，床掘稜諜などの工事船稼暢状況及び資材搬入のた

めの船舶航行状況との対比を行い、工事に伴う着手響を検証した。

ここで、工事による影響の可能性が高いと考えられる高讃度を、平成 6年6丹抗日

より実擁されている� f諌平袴温単位監樫結果Jに基づき抽出すると、表12-3に示す

とおりとなる。

これら高譲度の出現を捲点別にみると、礎体酪麗の S1--S 6J;:，識をえてのよ封翼が多
‘梱脳脚閉務時制財線路蛾伊柑小ぺJ却さ刊は汚恥押弘文句哨折、向

く、そのときの施工状慌をみると、品定JFL建設杢，敷設工等り予三討や践の設ん援

砂~I事Jき苧サ干'f!ヲマイザ竺ヨどによゑ砂樟!売買ffEEξ:rP? むこれらの工穫は1 岬
いずれも瀦りが生じると考えられるものであり、工事による濁りの欝響があるものと

考えられる.

次i之、船舶航行についてみると、工事用船舶がB3及びS4の近接を通過した時期
、伊即時W酬明閑醐蜘榔?捌端組雌醐耐糊桝色相附~""''''':0::':判明帳、ぃ潟、払

が把擢されているため、この 2地点においては、船舶の通過陸後記スクワューによる

援護革審苦手Wど考文芸れる議最上昇を把握す!ると治両能二三五る. 
........“支7 d n'2ν4e弐元てギ干亙亙'~訣夫高濃漉込護発発一目叢諦緩}民疋三と，蕊げる&船船喰離輯?硲め紘拝ミ設支説}ほま ;γW君表泊 ピと示すとおりであ
り?韻づ渦溺詞誕4持持ゾ刻刻皆 {樽毎霊碍7 s獲獲、め船蛇抱� f'下静め澄宵併忙さノ耽拡は拡，� τ-- v遁遍元が泌沼確認も� 

適遇ピi狩ちぢ守藍麗句龍めのン巻き主げ現象めめグ発発� γ語溺苦認認qめ詰叫邑矛れiξ ν生生� た. リ

鳩 九 ♂
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裁は…� 3 (1) 工事による影響の可能性が高いスパイク状高濃度の発生状況� 

}
M
i
z 

蹄
笠 

後測 スパイク主主目臨海皮 調暗� 1r槍燃の 剤渇成分 ノイズ 予澱針� 3車 スパイク状高着陸� S震発生時における工彩の状況�  

No. 地点 発生日時�  (lr> 季語 潟潮位・割O/f商 JIII..波書弘 との比約 相自体工事の状況(錫集量産務近傍) 石粉没入 砂 砂桃 法滞 その総 紛紛航符� 

52 i事94/08/05 08:00 75.4 × × A × 1ヱ器t:盛否ヱ.� 2J:1it: SC Pエ� O O 

2 54 1994/08/24 11:告書� 170.4 X x x 時� 3J:区:!般砂ヱ，鍍 11容量等し 。 。� 
3 54 1994/09/08 1¥:00 69.6 O × t:. t:. 3ヱIit:]般電動:じさ定礎石均し� O O 

ト叩閑� 

524 1994/09/2喜� 13:00 61.0 × ー ム� X 1工1it:.aJ: 。
トーー� 

90寸寸5 B 1 1994/10/06 10:00 x t:. 1J:1it:J軽量障:じ織d'J:.� 2J:1l:緩石ヱ 。 。
自� B1 i語審4/10/09 12:ω 115.8 × × A ム� 11球:断ヱ�  . 2ヱIit:僻ヱ� O 

? 51 1994/10/27 13:告書� 99.0 A × O × lJ:語 t: IIIE荷主.� 2ヱ霊t:縁者Zヱ� O 

B2 1994/10/29 1喜:鈴� 137.8 む� x ヒ社:6ヱ鼠� :SCPJ: O 

←" 
53 1995/01/1611:00 21.2 ム ム� s工区:� 5CPJ:.敷理 9ヱ� O 

10 53 1事95/0%/17 12:00 30.8 t:. O × 2工区:盛砂ヱ.� 3工区� :SCPヱ，数砂工 。� O 

11 B2 i苦言� 5/03/01 09:00 42.0 ム� t与� O X 器.� 6J:1l: SCP工，微妙J:� O O 

12 53 11羽山/16 11:00 47.0 O O × tミ� 2コclit:織若宮J:. 3ヱ霊t:5CP工� O 。� 
13 54 1995/04121 12:00 20.6 ム� t:. × t:. 3. 4. 6J:1it:5C Pェ� O 

14 54 1995/04/3き� i号:00 204.8 G x × x 3. 4. 5ヱIit:5C PJ:. 3工区:置換聖書ヱ，温織ヱ.1Itf.i'紛紛 O O O 5. 

15 54 1995/喜5/21 13:00 24.4 ム� t:. x X 3. 4. 6J:区 :5CPヱ� O 

16 53 1995/05/29 10:00 A t込� t:. X 2J:器 t:フィル?-ヱ.� 3ヱIl:SCPコc.併楊股橿ヱ� 1 0 
。 。� 

17 53 1995/06/02 12: ?ゐs t:. ム� t:. t与� 2ヱIit:盛砂J:.� 3J:君主 :SCPヱ.齢鴨緑膿J:� O O 

18 52 1995/0611! 08:00 136.8 O ム� t:. Iム� 2工区:フィルターJ:� O 

19 53 1995/1意義./15 11:00 33.8 t:. 4与� tミ� t:. 2ヱ隠:盛石工� .IIIE砂ヱ.� 3J:1it: SCPヱ.� Itlll量概況� O O 。� 
20 53 1995/06/17 13:00 43.0 × A x × 3J:IZ::SCPヱー計量量殴.ヱ� O O 



議� 12-3 (2) 工事による影響の珂能性が高いスパイク状高濃度の発生状況

l

N

O 

路
整
ロ 

銀総 スパイク状� R臨調量産 語障� . 梅間の 月曜織露支分 ノイズ 予灘署tJ事 スパイク状高濃�  llJ遣さ主善寺における:工事の状況� 

No. 地点� 9宅金総襲警 {度} 事費 費電 韓関佼・潮事費 車l'蓄量君主 とのJt.敏 持E体 工 事 の 状 況 ( 発 生 自 臨 時 時近傍} 主言事す鐙入 砂投入 電I>t完 百陸海 その銭 紛紛航行� 

21 52 19事5/06118 13:00 185.0 × 4与 。� x 2J:霊 t:盛石ヱ� O 

22 53 1995/06/18 14:00 14¥. 6 x A O t::. Zヱ隊:喜隆容ヱ.� 3J:霊 t: SCPJ:. 紛.重量.ヱ� O O O 

23 S4 19951悦� 120 15:00 30.2 x X む ム� sヱIi!:;SCPヱ.計..量鉱工.� <1. 5J:1i!:: S C Pヱ� O O 

24 56 1995/07/12 I舎:ω 88.4 A ム ム� t::. 調闘止工..ジオテキシート O 

55 19951号7IZ5 09:00 58.2 × O 4ミ� A 6 J:1i!:;&ilvウシドJ:.制矢鍛J:.ニ怠覇軍切J:� O O 

26 S4 1995/08103 12:総� 39.8 t::. ム� X x 3J:1i!:;沈下根段目 1. 4J:1i!:: S C PJ:，敷砂J:季 '!1::Lツタボ回りシグ� O O 

27 54 1995/08110 09:00 186.4 む� × 4ミ ム� 4工Ii!::SCPヱ.銀行紛銅� O 2j量� 

28 
ssIs 

1995/08/23 08:00 44.む ム� t込� t::. × 1ヱ霊� t;織紗工� O 

2事� 1995/08124 09: 00 34.8 x t::. O 6J:区:盗塁離すウシ Fヱ誹二歳締切ヱ� O O 

30 54 i書95/09/07 09:00 き7.6 × t::. ム ー� 3::t1i!::驚 i主右犠J:.汚濁紡底獄J:.� 4工区:� S C PJ:，銀行総量産 O O O Hl 

31 54 1995110/02 15:00 .2 × X X x 事コ� CIi!::欺砂ヱ，湯量量ケ日プ Jレ調院議，自覚仔紛自� E O O 2~臨 

32 54 1995/10/24 08:00 A A × A 3J:1i!::!険者世J:.III備J:.紋験lI.気� ltJ:. 4. 5工区:併泌総司� Eヱ.� I在f1紛舶� O O O 3隻� 

33 53 1995/11123 11:鈴� 74.4 O 制� × 4与� zヱ玄:盛砂::t.� 3ヱ区:驚d:お犠ヱ.擁砂防d:::t..鐙ヱ O O O 

34 54 1995111/27 01:00 204.8 ム 山� t::. t::. 3J:1i!:;..::t O 

35 S4 1995112/12 13:00 1番2.0 × 4ミ� A O 3J:器 t:漉砂防止コ� C，修理審工.� 4::t語 t:ltII殴雌J:.機聖書覇軍注工. 5J:区:涜砂防Jl:::t.主主持総 O O O 2~陸 

36 B6 1996/02102 08:∞107.0 G O O G 砂銀政:紗t軍政ヱ� O 

37 510 i書96/02/02 08:00 O c む� × 砂ま軍司� l:理!>a農政J:� O 

38 59 1996102102鈍� :00 72.6 G 。� O o :砂縁取:ε O 

39 54 1996/02/14 17:00 204.8 × × × x 3J:1i!::獲著書J:，滅砂防止工， SCPヱ.� 4， SJ:隠:涜砂防止ヱ，紋狩船舶 O O 。� 11l 

40 S4 1996/06/07 14:00 38.4 x A × x 3ヱ語� t:!Il宥ヱ. <lJ:覇軍:後.著書::t. 5J:区:盛苓J:.書案 f手織自由� O 1 ~陸
ーし…ー し一…ー�  



表12-4 スパイク状高濃度発生時における工事用船舶の航行状況

スパイク状高護震発生状況
潮~(度〉

遭遇船舶 船舶通過時刻(往路..機体叫) 船船通過時刻(複路:湾口→)

羽地点 発生�  s持 船 種 船 名 鶏共ライン� 83渇 検収ゲ叩ト� S4 S4 検収ゲート� 83憎 南共ライン� 

54 19き5/04/30 10:00 204.8 ガット紛{お〉 暁嫌丸� 6:34 6:58 7: 13 7:23 9:48 9:57 10:08 10:24 

第5金栄丸� 7:01 7: 17 7:28 7:36 9:58 10:03 10:11 10:28 

語録〈砂〉 第12金栄丸� 7:03 7:20 7:31 :40 き:45 9:53 10:00 10: 15 

総(砂} 第18T恵丸� 7:17 7:37 7:51 :00 き:50 10:01 10: 10 10:25 

ガット紛(砂) 第� 1有暁丸� 7:24 7:25 11 き:46 9:55 10:06 10:22 

54 1995/08/]0 09:00 186.4 ガット紛{紗} 第� 2金栄丸� 6: ]0 6:30 6:45 7:00 き:40 8:50 き:03 き:20

ガット紛{砂} 第� 5金銭丸� 6: 10 6:30 6:51 7:00 き:35 8:46 き:00 き:10 

3 54 1995/09/07 09:00 97.6 ガット船(石) 明栄丸� 6: 14 6:37 6:51 7:05 8:58 9:07 き:18 き:35

ガット紛(お) 第� 2金栄丸� 6:21 6:49 7:03 7: 18 8:45 8:52 9:05 9:26 

オュ灘船� KK寸� 503 8:55 9:04 9: 15 9:25 

4 54 1995/10/02 15:00 89.2 ガット紛{お) 第2東亜丸� 12: 47 13:09 13:24 13:35 14:64 15:05 15:16 15:35 

:ヒ濃紛 KK-1502 13:55 14: 15 14:37 14:50 

5 54 1995/10/24 08:∞ 77.8 ガット船(右〉 第� 5金栄丸� 6:35 7: 12 7:24 7:34 10:23 10:31 10:42 10:59 

ガット紛{石} 第7金栄丸� 6:55 7: 15 7:27 7:35 10:04 10: 12 10:22 10:40 

泳選総 八場丸� 7:02 7:25 7:36 7:48 9: 17 9:24 9:38 9:59 

5 54 1995/12/12 13: 00 162.0 ガット鉛〈密接〉 第11太平丸� 9:56 10: 14 10:25 10:36 12:47 12:56 13:01 13: 15 

ガット紛{砂〉 やかた� 1号� 10:03 10:23 10:37 10:47 12:54 13:04 13: 14 13:29 

7 54 1996/02/14 17:00 204.8 作機船 台能(800t積〉� 16:01 16:28 16:45 16:56 17:23 17:30 17:38 17:53 

8 54 1996/06/07 14:00 38.4 ガット船(お) 壇和丸� 10:29 10:52 11:06 11: 13 13:58 14:02 14: 10 14:23 

I 

}
M
i
M
} 

鰯
設 



12-3 評価�  

12-3 1 調りの監援基準

濁りの監視基準値(環境援金目標傭)としては、昭和63年における環境庁への回答� 

r基本的にはお十� 101lg/車で評価するが、競早椅は、日々の濁りの差が大宮

海域であるため、地点毎の日平均檀が捲点毎の「現況蓋ss十10mg/量jを上回った場

、リファレンス培点のデ…タを加椋した上で影響の穂度を判定する。』と明認され

いる。

しかし、テレメータが観測する揚りは濁度鍍であり、� ss襲度ではないため、濁度備

で監観するには、� ssと溺鹿の相関関孫を葬出し、� ssでの f現説鐘+10滋g/O， Jが揚度

緩のf現視結+X問/O，� Jと換算するz必要がiff>る。このため、現地謂支援及び議内実験結巣

より、濁践と� ssの換算式をY(SS)= 1.6X (濁度〉と決定した。すなわち、戸与え判明-

10mg/tは、濁tl6.3度に相当する。

また、諌単精で設で寸寄りの経時変化が、数時/O， --数千叫/o，の範醤で大きく変動す

る特徴を宥しており、過去の解析結果では、瀬擁や披漉による産艶の巻き上げ現象が

大きな量挙響を占めるものとして確認された。

この結果、工事に伴う濁りの彰響としては、� f工事による濁りの直披発生j と「潮


受堤防工事に伴う地形、流況変化による底慌の巻上がり j の2喪賠が考えられ、底詑 


の巻き上げを考嘉した予灘結果では、患涯の巻上がり現象の影響が大きいことが検証 


された.また、予灘許算結果によると、構内の濃度は、潮受棋院の進捗に伴い、湾内


の濃度が上昇し、その濃度上昇髄(日平均議〉は斑12-5に治すとおりと予測されて


いる。


0;;ゐム五IUI平均鐘〉
側嗣鞠句"

云ご� 
拷央部� B3 

務受堤防工事進捗状説

~約50%概成 ~瀬坊ち時f濁� E隻� 

1 0 

SS 

1 5 

濁 度� 

2 0 

SS 

3 0 

海� 

口� 

部� 

B4 2 3 5 1 0 

S 9 2 3 5 1 0、

S 10 2 3 5 1 0 

B5 2 3 5 1 0 

B6 2 3 5 1 0 
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12-3-2 工事による影響

諌皐湾における湯り現象は、非常に多くの物理・化学的因子や生物的問子が絡み合

い複雑なものとなっているが、最も影響を与えている因子誌、政涯の巻き上げ現議の

物理震である潮位、期流、設、愚が挙げられる。

このため、降雨、海JII水の撞入やブランクトンの増殖などの現象を除いた場合、諌

早拷の濁り挙動は、ます"'1裏曲i	 /!2盟主主主主主ι用部苧によ予苧泥の巻三、エ高ぶ換え濃.!)，�  

主主立聾全長貫主瀕りの先生、戸次的に:予ぞiA:塾塾を-::J苦手潮設、 r 潮絡ん県埠などに
より決定されており、テレメータが観瀕する捧度値には、次のような情報が含まれて

いる。

〈会糊 宥値:工事の有無にかかわらず諌竿糟の持つ濁度縮。

@周期成分:賭期成分としては、機抄・潮読の半日燭期に対応する上げ・

下げ嬢強時と、さらに長い時間スケールである大潮小識の� 1 

S 日購期が蒋在する。特に、読漉が最大となる上 ~j ・下げ最

強時及び大難の頃には、車斑の巻き上げ務識による高義度が

考えら抗る。� 

③ 	 ノ イ ズ:ノイズ成分としては、風惑の矯大による絃泥の巻き上げ現象

が原臨と考えられる高讃度が考えられる。

(時雨、梼JIIによる濁り供給、プランクトン活動による有機

性濁りの増加・減少。〉

窃 トレンド:工事の進捗による長期的増加あるいは減少の績向を議す変北。

(工事の進捗に伴う地形改変[礎体の出現や床擬等〕による流

況変化の影響など〉

監費地点のパックグラウンド護護に着目した場合、濁度観灘盤から� fQコ 掛有値j

のみが分離できれば開題はない。しかし、現実の海り捜度では、工事による直接発生

に比べ、期受境防工事に伴う地形、流説変化による底詫の場上がりが非常に大宮く、

降雨、持}II水の瀦入やブランクトンの増殖などの現象があるため、閥有鐘の分離が非

常に難しい。

このため、工事前のテレメータ観測値を痔いた議問瞬時系列モデルにより、底慌の

巻き上げ現象を再現し、諌早湾における濁りのパックグラウンド濃喪を表12-6のと

おり算出した e

算出方法は、規則的な挙動を訴す周期成分〈潮位・潮擁〉と突発的な現象であるノ

イズ安分離するために、日間潮位差別に葉計した平均濃震を� rQ)間有値j 小� f@周期

成分j とし、これらの標準偏差を� f@ノイズj として設定することとした。

この結J裂によると、周年を通じておきる府然現象〈蟻器、降南、持JII水及びブラン

クトンなど)，ζ故 現 概 略JkiL照宮寝室ナ一方、重四蝉時系列解析より算出

した残差の標準錨差は、� 3.5'"'-'払� 7度と湾口部でパックグラウンド濃度の標準編艶{季
、.胸骨ーニ -噺鳩岡拘拘匂町陶ド鰍嶋桝卿噛僻謝宮時馳偏礎物掬_r!勝F嶋 P暢伺附場禍仰総動&掛全~・押前叫悼旬、，.-~柁匂ぜ弘、一ネ

節変動〉吾越えている傾向を示している十叩 〓叩

戸戸山…一』一一..~-"いず嚇匂 j
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表 12 6 海域における鴻療の平均濃度・標準錨差及び強差の標準偏

単位:肢

海域臨分 対蕗する接点 平均濃度 額準偏差 議室範閥
残差の

援態偏銭

千謀議海棋� B 1，B 2 46.2 15.宮� 30.3-----62. 1 6.5.......7.4 

浅 海 域� Sl-----S6 27. 1 8. 7 18.4.......35.8 5.4.......8. 7 

湾 中 央� B3 12.0 5. 7 8.2-----20.1 4.5 

湾 日 部� B4-----B 6，S 9，S10 14.4 3.8 8.7"'15.8 3.5"'6.8 

波)� 1 平均濃度及び標準緩懇の解析期間は、エド拓工事が本秘化する以前のデータ(平成3年11月~平成4

年11Ji:J)とした。

ゑ 残釜の標準偏鐙の寿害訴期間は、工事期務中のデータ{平成5年� B Fl-平成9益事� 3Fl)とした.

この傾向+ま強口部で工事の影響が部められているということになるが、灘りが発
鞠棚岬師同岬酬叩酬同一一日開一世柄欄問地欄蜘端的 瞬間州事長会可申村川崎市消九時掛樹榊欄脚醐麟轍蜘機織勝燃側察側開料品如何蜘

生拡散する干湯浅糠壌~湾中央部では、影響がみとめられていない。これは、底毘の

巻き上げ現識を考惑した計算結果より考えると、持口部の濁り変化は、有明海興部よ

りの濁り主主散による影響と考えられる@

ただし、主型車丞獲~濃象tLL之は、工事との関連が認められているため、工事の
向山?れか伐ね品川省略酬隣同献で領期棋殉輔繍柵醐ゆ紛鞠岬輔醐鳴畿糠嬬織創婦総持相手似不可

彰暢宅一時的に培農基警襲13暫煮豆三12L空襲灘ιエど森島強よ寮i仏持料品い

刊で友に、過去に実態されたシミュレーション結果や種調舗の解新結果によると、擁工

}こ伴う海りの発生が、庶涯の巻き上げ現象による影響に比較すると非常に小さいため、

工事による影響が不明瞭になっているものと考えられる。

すなわち、年平均舗を議期到にみると、大潮期が概ね高く、次いで中撤繍，小潮

期となっており、海域別には、跨奥鍵iの干潟桟樺域及び浅海域では大溜織と中期期，� 

1]¥潮期の濃度差が4'" 25度前後であるのに対し、湾中央及び湾口部では、� 1"-'10度前

後と小ざい傾向を示していたことにも盛れている。この露関としては、議流・渡狼に

鵡因する庇涯の巻き上げ現象及び子融時における滴'"感潮域からの流入増加の髭響が、

清興部で大きかったこと記あった。

一方、スパイク状高譲度の発生仁義自し、時間績で解析を待った結果では、施工iこ

まQ空費ι足t>ぞ竺lIal上昇が認められた竺特に、工事態船績の航伝広三山口弘壁一

認できる地点が限定されτいたものやλ 船舶の通過態後にスクリニェーによる底君主樫J秀一
五手伝聞る時現締結批.

かし、観測期間中の年平均濁度をみると、妻賢12-7に示すように各地点とも平或 
  

5年"'6年にかけて一部濃度の上昇が認められるものの、金捧的には減少傾向を示し 


れもまた、RE552L抑止開域的ι之さ型軽世史生三;平
成 7年以降は認められていない@

湾央及び湾口部における護度上昇犠は、それぞれ1.7"-' 20.3度、1.8"-'8. 5肢と表 5 

-13に示した監視濃度(拷央部:10---20度，湾口部� :2---5度〉とほぼ間程度的樟と

っている。
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12-7 年平均濃農と工事前濃度との対比

単位:度� 

lp¥と 年 平均濁度�  H 4 l;:対する増糠濃度� 

H 41H 51H 61H 71H 8 H 5 封§詰�  71H 8 

干潟�  B 1 43.4 36.0 45.6 36.3 34.0 時7.4 2. 2 時7. 1 -9.4 

掛端境� B2 53.6 44.4 44.9 38.5 26.5 -9.2 -8. 7 叩� 15. 1 -27. 1 

S 1 32.6 12.6 12.0 -12. 1 一10.7 -20.0 四� 20.6 

S2 31.0 26.8 20.6 19.0 25.4 -4.2 時10.4 -12.0 時5.6

機梅域� 
S3 23.9 21.2 27.4 時1.9 -8.4 一11.1 -4.9 

S4 28.3 36.4 35.5 26.3 30.4 8. 1 7.2 I 2.0 2. 1 

S 5 28.3 29. 1 33. 7 26.3 27.4 0.8 5.4 -2.0 ー� 0.9 

S6 

閣2: 38.7 37. 1 34.8 20.2 15.0 13.4 11.1 

椅 央� B3 .9 14.2 2.9 20.3 -0.6 1.7 

B4 12.0 20. 1 11.6 .7 6.0 8. 1 -0.4 時3.3 -6.0 

S 9 14.3 20.8 16. 1 10.3 7.9 6.5 1.8 叩� 4.0 -6.4 

湾 日� S 10 16.5 14.2 14. 7 15. 7 9.~ -2.3 山1.8一0.8 -6.9 

B5 16.8 17. 1 14. 2 .5 5. 2 0.3 市� 2. 6 一10.3 間� 11.6 

B6 11.3 19.8 13.8 7.8 4‘4 8.5 2. 5 吋� 3.5 -6.9 

(3) 紳艇

事による影響は、一時鵠に監視基準畿を超過していたものと考えられる。しかし、
叩-岬例制""""，，，，1_'"柚…町、町、句、

その欝響は、自然襲踏の偏差すなわち季節変動を考議した場合、長期的な謹度として

は、監視基準を讃足していたものと考えられる。

/すなわち、議度では、湾央部:10"'" 20度，湾問部� 2---5襲、� SS濃度で湾央部:1 

/ 5---30Ilg/し拷日部:3 ---10時/阜の超過が認められていたこと告訴している。

九」 この結果は、昭和63年における環境庁への回筈である『基本的にはお+10績が呈で

評鍾するが、諌早拷は、日々の海ちの差が大きい海壌であるため、地点毎の日平均値

が地点都の「環誕値SS+10滋g/s Jを上回った場合、リファレンス地点のヂータを加味し

た上で髭響の穂度を暫定する。』と明記されている撮りの監視基準盤〈襲境保全困撲

催}を湾口部(階共ライン〉で満足する結果となっている。
/、
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